
2019 年 6 月 10 日 

国立西洋美術館 

凸版印刷株式会社 

 

 

国立西洋美術館と凸版印刷、モネ 幻の大作≪睡蓮、柳の反映≫の 

欠損箇所をデジタルで推定復元し初公開 

2019 年 6 月 11 日（火）から国立西洋美術館で公開 

 

 

独立行政法人国立美術館 国立西洋美術館（館長：馬渕明子、以下 国立西洋美術館）と凸版印刷

株式会社（代表取締役社長：金子眞吾、以下 凸版印刷）は、クロード・モネ≪睡蓮、柳の反映≫の欠

損箇所の推定復元を実施。このたび完成しました。 

復元画像は 2019 年 6 月 11 日（火）から国立西洋美術館で開催する企画展「国立西洋美術館開館

60 周年記念 松方コレクション展」に合わせて公開します。 

 約 60 年ぶりに発見された≪睡蓮、柳の反映≫は画布の半分近くが欠損しており、作品の全体像が確

認できるのは欠損前に撮影された白黒写真のみです。今回、国立西洋美術館による修復や自然科学

的調査や国内外の美術館でのモネの作品調査および、筑波大学の協力によって開発したＡＩ技術によ

る色彩推定結果を踏まえ、≪睡蓮、柳の反映≫の欠損部分をデジタル推定復元しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
画布の上半分が欠損した発見時のクロード・モネ≪睡蓮、柳の反映≫（国立西洋美術館所蔵） 

 

 
クロード・モネ≪睡蓮、柳の反映≫デジタル推定復元図 

制作：凸版印刷株式会社 監修：国立西洋美術館 

報道資料 



■ 松方コレクションとクロード・モネ≪睡蓮、柳の反映≫について 

 松方コレクションは、神戸の川崎造船所（現・川崎重工業株式会社）の初代社長などを務めた松方幸

次郎が、1910 年から 1920 年代にヨーロッパ各地で蒐集（しゅうしゅう）した美術品のコレクションです。

1920 年代末から散逸した作品も多いですが、コレクションの一部は戦後、日本へ「松方コレクション」とし

て寄贈返還されました。これを保管展示するための美術館として 1959 年に国立西洋美術館が設立さ

れました。 

 ≪睡蓮、柳の反映≫は、1921 年に松方がモネから直接譲り受けた、代表的な連作「睡蓮」の中の１点。

横 4.25 メートルの大作で長い間所在不明でしたが、2016 年に画布の上半分が失われた状態で発見さ

れました。パリ・オランジュリー美術館の「睡蓮」の大装飾画を構想する過程で描かれたとされ、画家の

制作プロセスを考えるうえでも、意義のある“幻の大作”です。  

 

 

■ クロード・モネ≪睡蓮、柳の反映≫の推定復元について 

・同時期の類似作品調査でモネの描き方や彩色を検証 

≪睡蓮、柳の反映≫は、画面のほぼ中央に、水面に反映する柳の幹が描かれています。復元にあた

り、北九州市立美術館や地中美術館、マルモッタン・モネ美術館などが収蔵している、描いた時期やモ

チーフが近い作品を中心にモネの作品の調査を実施しました。 

 

・学術調査を踏まえた白黒写真からのデジタル復元 

≪睡蓮、柳の反映≫の復元は同作品残存部分と白黒写真を主たる手がかりとして実施しました。国

立西洋美術館が実施した残存部分の科学調査により、本作品に使用されている絵具を特定。同様の

絵具を用いて原寸大に画き、同時期の他の作品と比較することで、モネが描く際の手順や特徴などを

探りました。また、白黒写真については、フランス文部省・建築文化財メディアテークの協力を得て、そ

の撮影原版にあたるガラス乾板から高精細にスキャンされたデータを入手。高精細スキャンデータと作

品の現存部分を比較し、当時の撮影環境なども推定することで、白黒写真から得られる色彩情報の精

度を高めました。 

 

・AI を活用したモネの色彩推定 

 今回、色彩を推定する手がかりとして AI 技術を活用しました。モネの作品画像を筑波大学人工知能

科学センター飯塚里志助教の協力により、モネの様々な作品からその彩色パターンを AI に学習させ、

≪睡蓮、柳の反映≫の一部色彩情報と合わせて全体の色彩を推定する仕組みを実現。人による推定

を AI 技術による推定によって検証し、客観性を高めました。 

 

 

■ 凸版印刷のデジタル復元について 

凸版印刷は、国内外の貴重な文化財を後世に継承するために実物のデジタルアーカイブや消失文

化財のデジタル再現に取り組んでおり、この分野で多くの実績をあげています。 

 

 

■ 企画展「国立西洋美術館開館 60 周年記念 松方コレクション展」について 

会期： 2019 年 6 月 11 日（火）～9 月 23 日（月・祝）  

会場： 国立西洋美術館 

主催： 国立西洋美術館、読売新聞社、NHK、NHK プロモーション  

※展覧会の詳細は、松方コレクション展公式ホームページ https://artexhibition.jp/matsukata2019/をご覧ください。  

  お問合せ：03-5777-8600（ハローダイヤル）  

 



 

＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

以上 

 

 

＜報道に関するお問い合わせ先＞ 

 デジタル復元に関するお問い合わせ 

凸版印刷株式会社：広報本部 TEL 03-3835-5636  FAX 03-3837-7675 

    作品に関するお問い合わせ 

国立西洋美術館広報事務局：株式会社 ユース・プラニング センター内  

TEL 03-3406-3411  E-mail  nmwa@ypcpr.com 

（受付時間：平日 午前 10 時～午後 6 時） 

 

 

 

＜松方コレクション展の報道に関するお問合せ先＞ 

松方コレクション展広報事務局：株式会社 OHANA 内 

TEL 03-6869-7881 FAX 03-6869-7801 Email matsukata2019@ohanapr.co.jp 

 

 

mailto:nmwa@ypcpr.com

